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ム
曙
風
災
壼
繭
へ
錮
雉
・ス
に
つ
総
て

９
月
に
入
り
台
風
の
多
い
時
期
が
や

っ
て
来
ま
し
一榛

こ
の
時
期
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
台
風
情
報
に
な

意
し
て
お
く
と

共
旺
、
大
型
台
風
の
接
近
や
直
撃
が
予
想
さ
機
る
時
は
事
前
の

構
え
を
十
分
に
し
て
お
い
て
＜
だ
さ
い
ｏ

○
　
窓
や
雨
戸
を
開
め
、
カ
ギ
を
掛
け
て
お
く
。

○
　
風
て
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定
す
る
か
家
注
入
れ
て
お
く
。

○
　
非
常
用
品

（
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
ー
乾
電
池
、
救
急
業

品
、
衣
類
、
非
常
用
食
品
等
）
を
確
認
し
て
お
く
。

○
　
飛
来
物
の
飛
び
込
み
に
備
え
て
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ト
等
を

開
め
て
お
き
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
飛
散
か
ら
身
を
守
る
。

○
　
万

一
の
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
等
を
多
め
に
確
保
し
て
お
＜
．

○

（
有
田
市
発
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
フ
等
を
参

考
に
し
て
）
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
＜
。
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自
転
車

Ｄ
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θ

ア

歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断
方
法
等
の

明
る
い
目
立
つ
色
の
衣
服
等
の
着
用
促
進
実
践
ど
反
射
材
用
品
や

横
断
歩
道
を
渡
る
際
は
運
転
者
に
対
し
て
横
断
す
る

意
思
を
明
確
に
伝
え
、
安
全
を
確
認
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
停
止
し
た
車
両
の
運
転
者
に
対
し
て
会
釈
を

す
る
等
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
よ
う
。

日
没
前
後
か
ら
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
明
る
い
服
装

や
反
射
材
の
着
用
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

自
転
車

・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解

・
遵
守
の
徹
底
と
ヘ
ル
メ
ツ
ト
の
着
用
促
進

■■
　
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

特

に
運
飲

酒
運

転

は

危

険

な

犯

罪

で

運
転

者

は

も
ち

ろ
ん
、

同

乗
者

や

お

提

供

者

に

も
厳

し

い
処

分
が

あ

り
ま

す

２
人
乗
り
や
並
進
、
右
側
通
行
、
傘
差
し
運
転
、

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
な
ど
は

危
険
な
の
で
止
め
ま
し
よ
う
。

〈「
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者

に
対
し
て
自
転
車
に
乗
る
時
の
ヘ
ル
メ
ツ
ト
着
用
が

努
力
義
務
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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～力 _・ 2_上Z二2二重五主
。 事 前 に気 象状 況 を確 認 し、

悪天候 時 は無理 を しな い。
・ 飲 酒 時や体 調不 良 時 に は海

や川 に近づかな い。
・ ライ フジ ヤケ ッ トを着 用 す

る。
・ すべ りや す い

足場 に注意 す

る。
。 こ どもか ら目

を 離 さ な い 。

多
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9月も残暑が厳しく夏期のレジャーシーズンは続いています。
皆さん様々な所に行かれると思いますが、色々なところに危険は潜

んでいます。
下記の注意点を参考に、レジャーを楽しみましよう。

ν

‘
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７
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～ル″での差・′昔′点～
。 自分 の体 力 を過 信 しな い 。

・ 無理 の な い計 画 を立 て る。

・ 必 要 な 装備 や 食 料 等 を確 実

に携行 す る。

・ 事前 に気象状 況 を確 認 し、

悪天候 時 は無理 を しない。

・ 山岳 を管轄

する都 道府 県

肇察 に「登 山届 」

を提出する。

○ 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ
色の衣服等の着用促進
○ ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライ ト点灯や
ハイビームの活用促進
○ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底
とヘルメットの着用促進

安全運転を心掛けましょう !

′

止まれ
STOP

和 7年 9月 21日 日 ～ 30
す 日 :9月 30日ゼロを交 通

Z冗應」磐撃ノノ
「 +1」、「+44」 などの十から始まる国際電話
番号には出ない、掛け直さないようご注意ください。

なお、固定電話は発着信を無償で休止できます。

重彊亜雪星lZEα2塑色墨こα:空L≧∠空:=1

0120-210-364(通 話料無料)

平日午前9時から午後 5時 (オペレーター)
平日、土日祝 24時間
(自動音声案内)

璽重璽墨昼董三二_二主」⊇L∠≧塵塁塁:」菫鷹≧
です。

σ

警察が電話で、「あなたが捜査の対象

となっている」などと伝えることはあ

りません。

キャッシュカー ドの番号を聞くこと

もありません。

怪しい電話はすぐ相談 !

和歌山県警の特殊詐欺防止専用
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